
































































































































































































































































































































（2） 　キャリア情報探索･活用能力領域 : キャリアに関係する幅広い情報源を知り，様々
な情報を活用して自分と仕事･社会との関係づけを通して，自己と社会-の理解を深
めるための諸能力
（3） 　意思決定能力領域 : 進路選択で遭遇する様々な葛藤に直面し，複数の選択肢を考
え，選択時に納得できる最善の決定をし，その結果に対処できる諸能力
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〔抄　録〕
本論文においては，昭和32年に中央教育審議会答申「科学技術教育の振興方策について」
の中で進路指導という語が用いられ，また，平成 11 年に中央教育審議会答申「初等中等教
育と高等教育との接続の改善について」において，キャリア教育という文言が登場して以
降，小学校から高等学校までが推進に努めてきた進路指導・キャリア教育の変遷について，
その教育及び教育活動が必要とされる社会的背景等を踏まえて明らかにしたものである。
特に，キャリア教育を通して身に付けるべき能力については，平成23年の「今後の学校に
おけるキャリア教育・職業教育の在り方について」（答申）以降，これまで求められる能力
とは，異なる能力が示され，学校教育の場では，少なからぬ動揺と混乱が生じていること
から，あらためてキャリア教育を通して身に付けるべき能力についての変遷を明らかに
し，今後のキャリア教育の推進上の課題について，学校，都道府県教育委員会，地区教育委
員会のキャリア教育に関する適切な理解と運用または進行管理，学習指導要領が求める育
成すべき資質・能力とキャリア教育で育成する能力との整合性と整理，「基礎的・汎用的
能力」を構成する４つの能力と学問的背景としてキャリア諸理論等の観点から，考察した。
